
 
  

 
 
 
 
 

 

 

 

 

3 月 7 日(金)・10 日(月)・11 日(火) 

連日報道されていますように、大船渡市での山林火

災による被害が拡大しています。避難されている方も

とても多く、中には自宅を失った方もいます。 

そこで、山目小学校児童会と教職員は、支援募金を行

ないます。今回の山林火災で被災された方々、避難生活

を余儀なくされている方々に対し、少しでも支援がで

きればと思います。皆様のご協力をお願いします。 

 

時 間  ７：５０～８：１０ 

場 所  昇降口付近（大階段下） 

その他 💛朝のうちに募金するよう 

    お声がけください。 

   💛募金は一関市社会福祉 

協議会を通じて被災地に 

届けます。 

東日本大震災から 1４年 
 

 

 

 
 
 
 

平成 23 年（2011 年）3 月 11 日の東日本

大震災から、まもなく 1４年を迎えます。 

14 年目の３月 11 日は、亡くなられた方々

のご冥福をお祈りすると 

ともに、被災された方々、 

復興に尽力されてきた方 

々に思いを寄せる一日に 

したいと思います。 

 

学校では当日、震災と 

復興に関わる学習を行な 

います。また、震災発生 

時刻の午後２時 46 分に 

は、全校で黙祷をささげ 

ます。 

子供たちに震災を語り 

継ぎ、命の尊さを確かめ 

る日にしたいと思います。 

 

 

 

 
 

毎年この時期、同じことを呼びかけています。 

以前勤めた沿岸の学校は、海にも川にも近く、

震災でも津波被害を受けた場所にありました。

そのため、学校の訓練に加え、家庭や地域に呼び

かけてきたのが「家でお子さんが一人でも、 

避難できますか？」でした。 

一関では津波の心配はありません。しかし、地

震や火災、インフラの不通等はどこでも起こり

ます。私たちは、子供たちが大半の時間を学校で

過ごしていると思いがちです。しかし、学校にい

るのは長くても 1 日８時間。また、年間の授業

日数は 20０日ほどです。計算してみると･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この機会に、ご家族で次のことを確かめてみ

てみませんか。 
 

「自分から」つくる みんな笑顔の山目小 

 

【未来のため 次の世代のため 震災を語り継ぐ】 

【小学生が学校にいる時間】 
 

１日 8 時間 × 20０日 ＝ 16０0 時間 

１年間の合計は、8760 時間ですから、 
16０0 ÷ 8760 ＝ 0.1826････ 

 
◇ 小学生が学校にいる時間は、１年間の２割弱しか

ありません。 

◇ 8 割以上の時間を、小学生は学校以外の家などで

過ごしています。 

◇ 忘れてならないのは、春・夏・冬の長期休みは、

子供が一人で家で過ごす場合も多いことです。 

① 家の周りには、どんな危険がありますか？ 

② どこに避難すればよいですか？ 
③ 誰に助けを求めますか？ 

➃ 家族はどこで待ち合わせますか？ 

震災遺構、旧気仙

中学校の校舎内にあ

る時計は、地震が発

生した午後 2 時 46

分で止まったまま。  

忘れない 

  いつまでも 


